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令
和
四
年
度 

通
常
総
会
の
開
催 

 

五
月
二
十
一
日(

土)

三
年
ぶ
り
の
集
会

形
式
で
、
通
常
総
会
が
名
古
屋
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
、
名
古
屋
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
の
野
口
知
愛
室
長
、
登
録
文
化
財
所

有
者
の
会
の
大
辻
織
絵
理
事
、
名
古
屋
ま

ち
づ
く
り
公
社
の
山
内
正
照
参
事
、
鬼
頭

豊
主
査
、
近
藤
亜
弓
さ
ん
も
来
て
く
だ
さ

る
中
、
加
藤
理
事
長
か
ら
は
「
文
化
を
繋

い
で
い
く
た
め
に
も
建
物
の
保
存
活
用
は

大
切
な
こ
と
、
コ
ロ
ナ
の
間
を
ぬ
っ
て
楽

し
く
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案
令
和
三
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
お
よ
び
第
二
号

議
案
令
和
四
年
度
事
業
計
画(

案)

・
活
動

予
算(

案)

・
新
委
員
会
の
設
置
と
委
員
の

募
集
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
両
議
案
と

も
拍
手
多
数
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。(

正
会

員
百
名
中
、
委
任
者
含
む
六
十
八
名
参
加) 

 

西
澤
先
生
は
ご
欠
席
で
し
た
が
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
り
ま
し
た
。「
こ

の
十
二
年
間
で
歴
ま
ち
び
と
を
百
人
ほ
ど

養
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
の
活
動

が
あ
っ
て
名
古
屋
で
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

も
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
た
。
今
後
も
期
待

し
て
い
る
。」
と
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
ま
す

ね
。 

 

最
後
に
、
名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
公
社
山

内
参
事
よ
り
「
名
古
屋
市
に
お
け
る
歴
史

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
とNPO

に
期
待

す
る
こ
と
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
歴
ま
ち
の
会
に
対
し
て
、
人

材
の
育
成
、
登
録
物
件
の
拡
充
、
危
機
情

報
の
共
有
化
な
ど
を
公
社
と
連
携
し
て
や

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
お
話
で
し
た
。

今
年
度
は
ま
す
ま
す
公
社
と
の
連
携
が
重

要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

今
年
度
は
新
委
員
会(

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

鳴
海
界
隈
・
堀
田
界
隈
・
歴
史
記
録
・
見

学
ツ
ア
ー
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ)

に
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
同
士
で
主
体
的
に
活
動
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で

い
ま
ま
で
で
き
な
か
っ
た
、
歴
史
ま
ち
づ

く
り
を
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。 

         

令
和
三
年
度
第
三
回
理
事
会
の

開
催 

 

一
月
二
十
四
日(

月)

、
理
事
会
が
ズ
ー

ム
会
議(

理
事
十
二
名
参
加)

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
事
項
は
令
和
三
年
度
「
事

業
実
施
状
況
お
よ
び
方
針
変
更
に
つ
い

て
」
で
、
三
年
度
に
予
定
し
て
い
た
各
事

業
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ
の
た
め
内
容
の
変
更

や
中
止
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 令
和
四
年
度
第
一
回
理
事
会
の

開
催 

四
月
二
十
五
日(

月)

、
理
事
会
が
ズ
ー
ム

併
用
会
議(

理
事
十
一
名
参
加)

で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
事
項
は
総
会
に
付
す
べ
き

事
項
と
し
て
、
第
一
号
議
案
令
和
三
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
。
第
二
号
議
案
令
和
四

年
度
事
業
計
画(

案)

・
活
動
予
算(

案)

・
新

委
員
会
の
設
置
と
委
員
の
募
集
に
つ
い
て
。

両
議
案
と
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
、
総
会

に
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 『
事
務
局
だ
よ
り
』 

確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
納
付 

 
令
和
三
年
度
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税

の
納
付
を
行
い
ま
し
た
。
税
額
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。 

 

法
人
税 

 
 
 

四
、
八
〇
〇
円 

地
方
法
人
税 

 
 
 

四
○
○
円 

 

法
人
市
民
税 
五
〇
、
二
○
○
円 

 

法
人
県
民
税 

二
二
、
五
○
○
円 

調
査
報
告
そ
の
一 

名
古
屋
市
立
大
学
滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
研
究
会
館
調
査
業
務
委
託 

 

滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
教
育
研

究
会
館
は
、
昭
和
初
期
に
建
設
さ
れ
た
邸

宅
で
あ
り
、
市
立
大
学
が
寄
付
を
受
け
教

育
会
館
と
し
て
利
用
し
て
き
た
建
物
で

す
。
老
朽
化
や
破
損
が
あ
り
利
用
で
き
な

く
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
調
査
し
修

理
概
算
費
用
を
算
出
す
る
業
務
を
公
社
か

ら
委
託
さ
れ
、
十
二
月
十
四
日
に
現
地
調

査
を
行
い
、
そ
の
後
改
修
工
事
内
容
、
概

算
工
事
費
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。 
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報
告
そ
の
二 

瑞
穂
区
堀
田
地
区
歴
史
的
界
隈
調
査 

三
月
十
二
日(

土)

、
瑞
穂
区
の
堀
田
界

隈
に
お
い
て
会
員
十
一
名
が
参
加
し
歴
史

的
界
隈
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
内
容
は
い
ま
ま
で
の
界
隈
調
査
と
同
じ

土
地
・
建
物
の
現
況
調
査
で
し
た
が
、
こ

の
地
域
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
第
四
期
歴
ま
ち
び
と
養
成
講
座
のC

グ
ル
ー
プ
が
「
い
い
と
こ
探
し
」
で
調
査

し
た
結
果
が
今
後
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
公
社
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
今
年
度
、
歴
ま
ち
会
で
も
さ

ら
に
取
り
組
ん
で
、
建
物
の
保
存
活
用
を

実
現
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

        

        

『
会
員
紹
介
』 

澤
村 

喜
久
夫
／
さ
わ
む
ら 

き
く
お 

理
事
（
事
業
担
当
） 

 

      

    

歴
史
的
建
造
物
と
の
か
か
わ
り
は
、
学
生

時
代
に
遡
り
ま
す
。
設
計
演
習
と
構
造
が
苦

手
で
、
建
築
史
研
究
室
を
選
び
ま
し
た
。「
東

海
道
の
宿
場
に
関
す
る
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
、

夏
休
み
に
は
ゼ
ミ
学
生
総
出
で
町
屋
の
実

測
調
査
に
出
か
け
ま
し
た
。
真
夏
の
小
屋
裏

は
サ
ウ
ナ
状
態
で
、
野
帳
は
汗
で
真
黒
に
な

り
、
空
き
家
で
は
皮
膚
が
腫
れ
上
が
る
ほ
ど

ダ
ニ
に
刺
さ
れ
る
な
ど
、
楽
し
く
も
辛
い
思

い
出
が
蘇
り
ま
す
。
卒
業
研
究
は
旧
東
海
道

二
川
宿
本
陣
遺
構
の
復
原
設
計
を
テ
ー
マ

に
与
え
ら
れ
、
伝
統
的
構
法
に
つ
い
て
深
く

学
び
ま
し
た
。 

恩
師
の
紹
介
で
建
築
設
計
事
務
所
に
就

職
し
、
入
社
の
翌
年
に
史
跡
指
定
さ
れ
た
二

川
宿
本
陣
の
保
存
の
た
め
の
改
修
復
原
設

計
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後

も
旧
二
川
宿
の
旅
籠
や
商
家
遺
構
の
復
原

工
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
、
二
川
地
区
は
都
市
景
観

大
賞
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
重
伝
建
地
区

の
よ
う
な
連
続
し
た
町
並
み
が
残
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宿
場
遺
構
を
残
し
な

が
ら
官
民
一
体
と
な
っ
て
景
観
形
成
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
時
代
に
関
わ
っ
た
本
陣
の
復
原
か
ら
三

十
数
年
、
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 蒲 

珠
妙/ 

事
務
局
員
（
企
画
担
当
） 

            

歴
史
的
建
造
物
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

な
ご
や
歴
ま
ち
の
会
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズin

近
江

八
幡
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。 

そ
の
後
、
歴
ま
ち
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講

座
を
受
講
し
て
、
歴
史
的
建
造
物
の
維
持
・保

存
・活
動
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

私
は
、『
な
つ
な
会
』
の
実
行
委
員
を
し
て
い

ま
す
。(

な
つ
な
会
は
、
懐
か
し
き
名
古
屋
の
町

を
い
つ
く
し
む
会
の
略
で
す
。) 

二
〇
一
六
年
か
ら
始
め
て
七
年
が
経
ち
ま

す
。 初

め
た
頃
は
、
年
一
回 

二
日
間
の
二
百
名

近
い
参
加
者
の
方
が
、
東
山
荘
、
建
中
寺
、
白

鳥
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
建
物
見
学
・
庭
園
散
策

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

三
年
前
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
の
動
き
が
変

わ
り
ま
し
た
。
と
て
も
不
安
で
し
た
。 

そ
の
中
で
も
出
来
る
方
法
で
歴
史
的
建
造

物
の
良
さ
を
伝
え
た
い
、
そ
し
て
、
人
と
会
う

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
は
、
少
人
数
で
集
ま
る
〖
大
人
の
教
養

講
座
〗
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

建
物
の
説
明
、
各
方
面
の
専
門
的
に
優
れ

た
講
師
を
招
い
て
い
ま
す
。 

私
は
、
歴
史
的
建
物
の
外
観
、
特
に
屋
根

の
流
れ
が
と
て
も
好
き
で
す
。
よ
く
上
を
向

い
て
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
内
観
は
、
天

井
ま
わ
り
、
階
段
の
造
り
、
建
具
の
細
か
い

細
工
を
見
る
と
一
つ
一
つ
丁
寧
に
仕
上
げ

た
職
人
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
て
嬉
し

く
な
り
ま
す
。 

な
つ
な
会
の
実
行
委
員
を
し
な
が
ら
歴

史
的
建
造
物
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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